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内容の要旨及び審査の結果の要旨
乾癬の皮疹における表皮細胞動態の特徴は表皮細胞の細胞周期時間の短縮とそれに伴う表皮の過増殖であるがその
発症機序についてはいまだ不明な点が多い。過去の報告では乾癬患者では種々の刺激に対する反応性が冗進している
ことが示唆されているが，増殖活性に関しては乾癬患者では正常人に比べて冗進しているとする報告と差がないとす
る報告がありいまだ一定の見解が得られていない○そこで著者は乾癬における機械的刺激の表皮増殖に対する影響を
明らかにすることを目的とし，以下の実験を行った。
２０人の乾癬患者無疹部にテープストリッピングを行い，４８時間後にテープストリッピング刺激部と刺激を受けてい
ない正常部皮膚との２カ所を生検した。正常人18人においても同様にテープストリッピング刺激部と非刺激部の２カ
所を生検し，対照とした。細胞動態解析のための指標としてフローサイトメトリー（FCM）により得られたＳ期細
胞分画（Ｓ分画）およびＧ２＋Ｍ期細胞分画（Ｇ２＋Ｍ分画)，ブロモデオキシウリジン（BrdU）invitro取り込み
により得られた標識指数（LI）核分裂指数（Ｍ１)，ＤＮＡポリメラーゼα（Polα）およびKi-67抗原陽性率，表皮増
殖因子受容体（EGFγ）および形質転換増殖因子ａ（TGFα）の免疫染色の所見を観察した。
その結果，非刺激部では乾癬と正常人との間でＳ分画，Ｇ２＋Ｍ分画，BrdULI，MLKi-67およびPolα陽性率の
値に有意の差は認められなかった。テープストリッピング刺激後上記の各指標は乾癬においても正常人においてもい
ずれも非刺激部に比べて有意の上昇を示したが，正常人に比べて乾癬ではテープストリッピング刺激後の各指標の値
はいずれも有意に高かった。
ＥＧＦγは乾癬と正常人の間でその発現に明らかな差異は認められなかった。
テープストリッピング刺激後のＴＧＦａの発現は両者の間で明らかな差異がみられ，非乾癬では依然基底層に限局
していたが，乾癬では基底層だけでなくその２～３層上層までＴＧＦａの発現が認められた。
著者の成績からは乾癬患者では正常人に比べてテープストリッピング刺激により表皮細胞の顕著な増殖活性の冗進
が惹起されること，そしてそれは細胞周期を回転している細胞の増加を伴うことが示された。また，乾癬の皮疹の形
成にはＴＧＦａの異常発現が関与していることが推測された。
本研究は，乾癬の表皮細胞動態の異常を種々の指標を用いて解析し，乾癬患者正常部皮膚の表皮細胞の増殖能が，
テープストリッピング下で顕著に穴j進されることを示し，乾癬の病態解明に寄与する労作であると評価された。
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